書式第１２号（法第２８条関係）事業報告用

	令和元　年度
	事業報告書





特定非営利活動法人　境を越えて　　　　　　

１　事業の成果　　定款上の「事業の種類」ごとに記載してください。

二度の広報・啓発イベントでは、多くの方に法人とその活動について知っていただき、クラウドファンディング等を利用し、寄付をいただけた。また、これによりマスコミ取材の申し込みも増え、法人の評価にもつながったことで、次年度の助成金獲得にもつながった。支援者養成・派遣事業についてはマンパワー不足から規模は小さいものの、確実に今後の活動の中心となるべく、ノウハウを蓄積できた。

２　事業の実施に関する事項
（１）特定非営利活動に係る事業　　　　　　　　　　　　　　（事業費の総費用【6622】千円）
	定款に記載
された
事業名
	事業内容
	日時
	場所
	従事者
人数
	受益
対象者
範囲
	受益
対象者
人数
	事業費
（千円）

	在宅の重度障害者による講演会等による広報・啓発事業
	一般市民を対象に障害者による映画の上映会と講演会と写真展を実施する。
	6/15
	港区六本木
	49人
	障害者支援事業に関心のある一般市民
	223人
	4962

	在宅の重度障害者による講演会等による広報・啓発事業
	大学・専門学校を訪問し、障害者による講演会を実施する。
	10/19.20
	宮城県仙台市
	14人
	障害者支援事業に関心のある一般市民
	94人
	736

	在宅の重度障害者の支援者養成・派遣事業
	重度訪問介護当時者とその家族へ支援者（コーディネーター。介護者のシフトの調整やコミュニケーションの調整を行う）を育成し派遣する。
	通年、月に1~2回
	宮城・岐阜・都内
	3人
	重度訪問介護利用者とその介護者と家族
	17人
	924




（２）その他の事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事業費の総費用【　　　　0】千円）
	定款に記載
された
事業名
	事業内容
	日時
	場所
	従事者
人数
	事業費
（千円）

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



